
  本年度の学校評価（令和４年度） 

本年度の重点目標 
１ 生徒が安全で安心して高校生活が送れるよう努める  
２ 「主体的・対話的で深い学び」を実践し、広い視野を養う 
３ 礼節を重んじ、自らを律し、心豊かな生活を築く態度を養う 

項目（担当） 重点目標 具体的方策 評価結果と課題 

学習指導 
（教務・情報部） 
（進路指導部）  
（各学年会） 
 
 
 

 

新学習指導要領の
実施に向けた授業
改善・新教育課程
編成・観点別評価 

授業改善・新教育課程にお
ける評価のあり方を研究す
る。成績のスムーズな処理・
確認の時間を保つ。 

各教科での研究を教科の枠を超えて学
校全体として取り組めた。観点別評価
は作業が大変であるが、１年担当者を
中心に意欲的に取り組めた。 

生徒の進路選択の
能力と態度の育成 

進路相談室の利用促進を図
る。卒業後の進路意識を早い
学年から高める。 

大学資料や過去の入試問題等の整理・
早期購入を行い、生徒のニーズに合わ
せ利用促進できた。 

３学年共通した進
路指導が継続する
ようにする。 

進路から様々な情報を提示
し、学年団と連携した進路
指導を実践する。 

学年への情報提供をこまめに行い、各学
年団と連携でき、生徒の進路意識の醸成
及び進路実現に向けて協力できた。 

生徒指導 
（生徒指導部） 
（総務・図書部） 

盗難防止 盗難防止の徹底を図る。 こまめに指導し盗難は起こっていない。 

いじめ防止対策 
いじめアンケートにより、
早期発見、適切な事案対処。 

アンケートは年 3 回実施。相談委員会
まで上げられる事例はなし。 

防災意識の向上 
消防署等と連携して防災訓
練の内容を充実させる。 

防災ＬＴを実施し、避難経路の確認と
防災教育を実施した。 

生徒会活動 
（生徒会部） 
（各学年会） 

ボランティアのあ
り方、意義とマナ
ーの意識付け 

ボランティア活動の内容の
検討をする。 

夏季休業中のボランティアは中止にな
ったものもある。実施できる活動に対
して生徒は積極的に参加した。 

環境教育 
（保健厚生部） 

校内環境の美化と
整備 

日々の清掃の徹底を行う。 
生活委員会の活性化を図る。 

清掃強化週間での清掃チェックやワッ
クスがけなど熱心に行えた。 

教育相談 
（生徒指導部） 
（保健厚生部） 
（各学年会） 

教育相談の充実 

 

生徒の抱える問題の早期発
見・解決に向けた対応の充
実を図る。 

スクールカウンセラーによる相談件数は
減少したが、注意深く見守る必要がある。
保健室来室者は増加傾向にあり、サポー
トを要する生徒が増えている。 

学校図書館 
（総務・図書部） 

読書教育の強化 
各教科や学年と連携し、図
書の貸出数を増やす。 

貸出数は前年並み。図書館だよりは定
期的に発行できた。 

ＰＴＡ活動 
（総務・図書部） 

ＰＴＡ行事の円滑
な運営 

総会等の準備、運営を丁寧
に行う。専門委員会の持ち
方を工夫する。 

PTA 行事は予定通り実施できた。２年間
実施できていなかったので試行錯誤であ
ったが、役員・理事で協力してやれた。 

情報 
（教務・情報部） 

校務支援システム
への移行 

校務支援システムの３学年
運用を円滑にする。 

スクールエンジンは慣れるまでに時間
がかかる。試行錯誤しながら扱ってい
るので大変である。 

国際理解教育 
（教務・情報部） 

国際理解教育の推
進 

ＥＳＣ，外部講師の活用。 
ESCの実施が難しかった。英語科の工夫
により、校内での実施やリモートを使
用して海外との交流を図った。 

コロナ対応 
（保健厚生部） 

換気・手洗い・消
毒・黙食等の徹底 

日常の感染症対策を徹底し
て学校生活を円滑に行う。 

健康観察は継続している。保健委員による換

気や感染症対策の呼びかけをおこなった。 

外部との連携 
（生徒指導部他） 

町や保護者と連携
した活動の充実 

保護者と連携を図り、阿久
比町の街頭指導やあいさつ
運動等で協力を図る。 

各種行事については外部の方の参観等
を可能とした。阿久比町の行事に積極
的に参加した。 

勤務時間の適正な
管理 
（教頭） 

在校時間記録の活
用と業務の適正化 

安全衛生委員会等の活用 
業務内容の精選を図る。 

時間外労働は多少改善した程度である。
業務内容は多く、精選は急務である。今
後もさらに進めていく必要がある。 

 学校関係者評価を実施する 
 主な評価項目 

・地域からさらに信頼される学校づくり 
・豊かな心の育成と道徳性の向上 
・職員の健康障害防止とメンタルヘルス保持 

 


